
          

 
感染症は病原体(細菌やウイルス)などによって引き起こされます。ワクチンを接種することで、その病原

体に対する抵抗力（免疫）を作り、感染症の発病や重症化を防ぐことができます。また、予防接種を受ける

ことで、接種した本人だけではなく、予防接種を受けることができない人(重い病気をお持ちの方や妊婦な

ど)への感染予防にも効果があります。 

 定期予防接種（予防接種法に基づくもの）の対象となっている感染症は、万が一かかると重い症状がでる

ものや、治った後も後遺症が残ることが多いものばかりです。定期予防接種をうけて、感染症からお子さま

の健康を守りましょう。 

 

安全かつ効果的に受ける為に、接種間隔を守ることが必要です。異なる種類のワクチンを接種する場合に

は、以下の表を参照してください。  

【注意】これらのワクチンの中には、任意（自費）で接種するものも含まれています！   

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   複数回の接種が必要なワクチン   それぞれのワクチンで決められた接種間隔があります。 

 

 
 
 
 
                        
 
 
 

 

 

※これらの患者と接触した疑いのあるお子さまも、一定の期間をあけないと予防接種を受けることができな

い場合があります。接触が疑われる場合は、主治医やこども相談・健康課予防係までご相談ください。 

 

 

 

 

 
□１．今日の予防接種について、必要性や副反応についてよく理解しましたか？ 
※わからない事は、接種を受ける前に医師などに質問しましょう。予防接種は、その効果や副反応に 

ついて理解した上で、接種に同意した場合に限り、接種が行われます。 

□２．『予診票』の記入はお済ですか？  ※診察医の大事な情報源です。 

□３．お子さまの体調は良いですか？ 
※予防接種は体調の良い時に受けるのが原則です。ふだんお子さまの健康状態をよく知っている保護 

 者が連れて行きましょう。体調が悪いと思ったら、接種を延期しましょう。 

□４．親子健康手帳（母子健康手帳）は持ちましたか？ 
 ※事前に予防接種歴（接種回数や間隔）の確認をしましょう。 

 

 
◆ 明らかに発熱のある方（接種前の体温が 37.5℃以上） 

◆ 重い急性疾患にかかっていることが明らかな方 

◆ 受ける予定のワクチンに含まれる成分（卵・ゼラチン・抗生剤・安定剤等）によって、アナフィラキシー

を起こしたことが明らかな方 

◆ BCG の予防接種にあたっては、結核にかかったことがある方、予防接種や外傷等によるケロイドが 

認められる方 

◆ BCG・MR・麻しん・風しんの予防接種にあたっては、免疫機能に病気をお持ちの方及び免疫抑制を 

きたす治療を受けている方 

◆ Ｂ型肝炎の予防接種については、母子感染予防として出生後にＢ型肝炎ワクチンの接種を受けた方 

◆ その他、医師が不適当な状態だと判断した方 

 

以下に該当する方は、主治医がいる場合には前もって主治医に予防接種を受けてよいかを判断しても 

らいましょう。（病気の種類や病状によっては、主治医による予防接種実施に関する意見書が必要な場合 

もあります。） 

◆ 心臓血管系、腎臓、肝臓、血液などの病気や発育障害などの基礎疾患をお持ちの方 

◆ 予防接種後 2 日以内に発熱や発疹・じんましん等のアレルギーと思われる症状がみられた方 

◆ 過去にけいれん（ひきつけ）をおこしたことがある方 

◆ 妊婦又は妊娠している可能性のある方、及び授乳中の方 

◆ 過去に免疫不全の診断がなされている方、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方 

◆ 受ける予定のワクチンに含まれる成分（卵・ゼラチン・抗生物質・安定剤等）に対して、アレルギーを 

おこすおそれのある方 

 

◆ 予防接種を受けた後 30 分間は急な副反応がおこる場合がありますので、医療機関にて様子を見ましょ 

  う。 

◆ 接種部位は清潔に保ちましょう。接種当日の入浴は問題ありませんが、接種部位をこすることはやめま 

しょう。 

◆ 接種当日は激しい運動は避けましょう。 

◆ 接種後、生ワクチンで 4 週間、不活化ワクチンで 1 週間は副反応に注意しましょう。高熱やアレルギ- 

けいれん等が出現した場合は、速やかに医師の診察を受け、こども相談・健康課予防係まで、ご連絡 

下さい。 

◆ 接種の後には、親子健康手帳（母子健康手帳）に正しく記録されているか必ず確認しましょう。 

 

 

R４年３月時点 

定期予防接種をうけましょう 

予防接種で使用するワクチンには、注射生ワクチン、経口生ワクチン、不活化ワクチンがあります。 

 

 

ＢＣＧ ＭＲ（麻しん・風しんの二種混合） 麻しん 風しん 

水痘（水ぼうそう） おたふくかぜ（流行性耳下腺炎） 

 

B 型肝炎 ヒブ 肺炎球菌 DPT- I PV（ジフテリア・百日せき・破

傷風・不活化ポリオの四種混合） DT（ジフテリア・破傷風の二種

混合） IPV（単独不活化ポリオ） 日本脳炎 HPV（子宮頸がん） 

ＤＰＴ（ジフテリア・百日せき・破傷風の三種混合）インフルエンザ 

 

ロタウイルス 

 

注射生ワクチン ２７日以上 注射生ワクチン 

ロタウイルスワクチン 

不活化ワクチン 

制限なし 

経口生ワクチン ２７日以上 ロタウイルスワクチン 

注射生ワクチン 

不活化ワクチン 

制限なし 

不活化ワクチン 

注射生ワクチン 

ロタウイルスワクチン 

不活化ワクチン 
制限なし 

その他のウイルス性疾患（突発性発疹、手足口病、 

りんご病、インフルエンザ、RS ウイルスなど） 
治癒後 1～2 週間程度おく 

風しん（三日はしか）、水痘（水ぼうそう）、 

おたふくかぜ（流行性耳下腺炎） 
治癒後 2～4 週間程度おく 

予防接種 麻しん（はしか） 治癒後 4 週間程度おく 

次の病気にかかった心当たりのあるお子さまは、接種間隔に気をつけましょう。 

 

 

以下の場合は公費の対象となりません   
① 規定回数を超えた接種  ②接種間隔誤り（間隔が短い） ③対象年齢以外 

④ 指定医療機関以外での接種 

 

 

 

 

次の方は接種を受けることができません。 

 

 

次の方は接種前に医師と相談してください。 

 

予防接種を受けた後の一般的注意事項 

 

定期予防接種の後に起きた健康被害が予防接種との関係があると国で認定された場合には、予防接種法

に基づく補償（医療費、医療手当、障害児養育年金、障害年金、死亡一時金、葬祭料など）を受けるこ

とができます。 

アナフィラキシー： 

通常、接種後 30 分以内に出現する呼吸困難や全身性 

じんましんなどを伴う重いアレルギー反応のこと 


